
H-201  権 仏このばlt久じЪ均んに哺うも理屁範珂究

煮イたヤたそ紀 そ曇 ムヘ 電腎
柔イたそ■ぐ者]工 葵 承鳳 ロス

震イたイ・ヤ者, 工受 ロヤ僣ス

1.tさ じめ|こ

ギ元製貯k地 で(`月ス蜘it是友躍亀ι弓だつうことがよく知 うたマ、、ヽ 。 こ の飛Qと しマ|(ラむ体ヱちも永の

無仏こがそう贅tt■じ
｀
う考えこ弘牲に謁憔 していうものと名 えられる。 こ こでう01ふ、黎仏こ の督 に生じ 脅`

れこ熱蒸ゲム岬 ,下 都 及●列 看1:tあうt/rと いったう角負についマ黎仏こ の議 になじう翼ルtの■ぅ冬にわいマ民眠

風4メイ編卜を行をって分う■こにした。

9.々 案らス

莉雙マつつIレ残の島tこ蝙のる,H:L・ 0、511,1:1,9:1で

もうよう4,電■40X16、OX2、0の“od●11′ oゝ xlαox2、0の●nOde19,

1`.Oxl`、o x2、0のmttd 3のもつのkttι作り各気oノelにつヽヽマ0■ にて、

ぅぞ駅ットマ軍夕毬この議になじう脅えt、づりιリン,く樹}フルミ綺ιnヽヽマ了攻

撮影とn月によ,マれ零した。 ■ 、グリιリンプの質蜀む̀え懸前∩にあら↑じ・リゲ

リιリンをよ憎向に＼彎誓5してぎヽ、r_tのとく賦した。 ι しマ、日2にエリよう

に巣り巳もιk機の後3のスクリーンに写し、乏颯乙写政燥%ず るヽスこ電いた。
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d)A ッ
ド (縦舜がミ響にちう齢 )

柔樹,マルミ痢など
｀
デ|ものえ0それこ認めること嘔ムt名↑

,たが、グ
｀
りιリン7りえ氏の柚 嗜:こたイも乏謁めうことがム

こた。 f負 で``鮮咀ざらヽヽのずトレ́ 入したものが日Ъ,4

ゼ
｀
ありきう。 そ 釈哺懺約5■4むtBう マ

¨
なられもように集太

ヤ夫=]になt?tた 凸部が、ゆっくりと慟|ミムがりたがら下南

しマ行t暴′マつ喪乃ιムだヽ も。 そ れがゆっくり下アFしマ術

くら'ミスの夭ちが′'3つズちの下力に「冒場でしマなヽ〔4Cn

t`聰り毛した。 爽 も,六質祀と、嗜絲 に々下眸しマ行も、この

間にムiた衆ちの“nに表ちがりしずっ脅れてもマ|ユ4の ように

たう。 駄 よっ几象ICつヽ マヽl`え駅銀始約5～30くの間マ″誕

|れ た。 こ のよう|●表乃が久雌t吼 も層Qと しマ嘔たよリグ

リιりうのらが“口・tが
｀
たtヽヽのぞ

・
、来の̀ ヒ颯のべ

｀
フトルが

｀
痛に

によってよリス｀`重■■で力ざ張八tれ らためとえ たうれも。 ′

嚇)ら
 7Fe(熱 未が下3,1こうも渇合)

このt/Feの句え1ふいわつЪ′対え
′と称tら れてぃЪtので

｀
、写瑛lIふ

"。J』'τァルミ面tnい 7写瑣議 したものプちЪ。 こ の“。Je1 2 7…

1`糖りに渦が1つの渇占tちったずャス,tとしマカろ'謝“の濁ざ■4,

うことがりが,た 。 ■ 7_、燿。メe′171`油らにハが2,4つ の場有がOJ

く71.れJもマ(`ぬ」惚らの下Lに 2つ ,ミ■1■2つムtヽ tとがηかった。
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tら tと よりH:Lゲ 場の生だ蜘t員憔しマヽヽもと考えられう。
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和め祢 とこ存a初 引RにラRっマklしたつえがヱ層にζ]tすЪと'ぴ

る角したえヽ メ看にバ,マ角えし、う良曇]面に6・Lt,bと ミ理にパったit

えの千たこ写衰2のように禦蒸に向っマ角えι治めた。 ■ のようにし

マ遭nがギ月t“マぃくことがわ力`も。
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4′紹像ス13矩 らのn鶴平行0為もで(ち`:),にか,b)とハら十

ごとしてπ=t,ひ えたち奴1で氣うЪ民像ム民づ愛焦の抗蕉なЦ

Itぬ5にこ1す。、渦P,―Fこ百く。 奇 、2司,哺戻V燎の同熟t
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たこで1燻嗜TLの諷Aミ■に■薇t

れ ■ヽネレギー
,ィ2獨(脅えに葛

′1■ネルlⅢ…′イうOG響■磨ず矢
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S,な わりに

郷等に当っマ,`東ガくイ電等室、
MELC"′CoSnQ 700-ntttllRした。
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